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  ☆
登
場
人
物 

 

神
田
恭
一
（
４
２
）
・
・
・
若
月
家
に
入
っ
た
強
盗 

 

若
月
誠
司
（
４
７
）
・
・
・
若
月
家
の
主
人
。
若
月
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の 

社
長 

若
月
麻
衣
子
（
４
５
）
・
・
誠
司
の
妻 

若
月
直
人
（
１
４
）
・
・
・
若
月
家
の
長
男
。
引
き
こ
も
り 

若
月
満
（
１
０
）
・
・
・
・
若
月
家
の
次
男
。
誘
拐
さ
れ
て
い
る 

若
月
久
美
（
１
７
）
・
・
・
若
月
家
の
長
女
。
妊
娠
し
て
い
る 

 

橋
口
幸
雄
（
３
４
）
・
・
・
誘
拐
犯 

富
田
正
利
（
３
２
）
・
・
・
橋
口
の
仲
間 

中
谷
裕
二
（
３
１
）
・
・
・
橋
口
の
仲
間 

 

澤
田
広
（
１
５
）
・
・
・
・
直
人
の
先
輩
。
直
人
を
カ
ツ
ア
ゲ
し
て
い
る
。 

岩
瀬
学
（
１
５
）
・
・
・
・
澤
田
の
仲
間 

 

三
宅
和
樹
（
１
９
）
・
・
・
久
美
の
彼
氏
。
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○
若
月
の
家
・
外
観
（
夜
） 

 
 

 

一
際
大
き
な
家
。
辺
り
に
は
人
気
が
無
く
静

ま
り
返
っ
て
い
る
。 

 
 

 

神
田
恭
一
（
４
２

）
、

黒
い
服
に
身
を
包
み
、

革
の
手
袋
を
し
て
い
る
。 

辺
り
を
見
回
し
若
月
の
家
に
入
る
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

広
い
リ
ビ
ン
グ
。
高
級
な
家
具
に
ソ
フ
ァ
ー
。 

 
 

 

若
月
誠
司
（
４
７

）
、

ウ
イ
ス
キ
ー
を
あ
お

り
、
落
ち
着
か
な
い
様
子
。 

 
 

 

テ
レ
ビ
に
は
ニ
ュ
ー
ス
番
組
が
映
っ
て
い
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
そ
れ
で
は
９
時
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
」 

 
 

 

神
田
、
ド
ア
を
開
け
て
入
っ
て
く
る
。 

若
月
、
振
り
返
り
。 

若
月
「
お
い
、
遅
い
ぞ
…
」 

 
 

 

若
月
、
拳
銃
を
持
っ
て
る
神
田
を
見
て
驚
く
。 

 
 

 

神
田
「
遅
い
？
待
ち
合
わ
せ
し
た
覚
え
は
な
い
け
ど
」 

若
月
「
…
！
」 

 
 

 

若
月
、
大
き
く
息
を
吸
い
込
む
。 
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神
田
「
お
っ
と
！
声
を
出
す
な
よ
」 

 
 

 

一
気
に
緊
張
感
が
高
ま
る
。 

 
 

 

神
田
、
眼
光
鋭
く
、
素
早
く
室
内
を
見
渡
す
。 

 
 

 

拘
束
バ
ン
ド
を
出
し
な
が
ら
、 

神
田
「
こ
の
状
況
で
お
前
が
出
来
る
こ
と
は
た
っ
た 

一
つ
。
た
だ
大
人
し
く
す
る
。
ど
う
だ
？
簡
単
な

事
だ
ろ
う
？
」 

若
月
「
…
」 

神
田
、
拘
束
バ
ン
ド
で
若
月
の
手
足
を
縛
り
上
げ
る
。 

神
田
「
お
前
は
若
月
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
社
長
で 

お
金
持
ち
、
そ
こ
に
俺
が
や
っ
て
き
た
。
ま
ぁ
分

か
る
よ
な
？
」 

若
月
「
何
だ
…
か
、
金
か
？
」 

神
田
「
金
か
。
い
い
ね
ぇ
～
。
金
も
貰
お
う
か
な
」 

若
月
「
金
な
ら
な
い
…
」 

 
 

 

神
田
、
大
袈
裟
に
手
を
振
り
な
が
ら
。 

神
田
「
お
い
お
い
お
い
！
そ
ん
な
見
え
透
い
た
嘘
つ 

 
 

 
 

 

く
な
よ
！
こ
ん
な
大
き
な
家
に
住
ん
で
、
高
級
そ 

う
な
家
具
が
並
ん
で
る
。
そ
れ
な
の
に
金
が
な
い 

な
ん
て
」 
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若
月
「
本
当
な
ん
だ
！
」 

神
田
「
あ
れ
？
も
し
か
し
て
お
前
、
こ
の
銃
が
た
だ 

の
脅
し
で
本
物
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
る
？
」 

 
 

 

神
田
、
懐
か
ら
拳
銃
を
取
り
出
し
、
サ
イ
レ

ン
サ
ー
を
付
け
、
壁
に
向
け
て
二
発
撃
つ
。 

 
 

 

壁
に
二
つ
の
穴
が
開
く
。 

 
 

 

神
田
、
若
月
を
見
て
ニ
コ
ッ
と
笑
う
。 

若
月

「
（

怖
が
り
な
が
ら
）
か
、
金
は
な
い
！
」 

神
田
「
や
れ
や
れ
、
俺
は
優
雅
に
仕
事
を
す
る
の
が 

信
条
な
ん
だ
が
仕
方
な
い
。
足
の
一
本
で
も
撃
て 

ば
出
し
て
く
れ
る
か
」 

 
 

神
田
、
に
じ
り
寄
り
若
月
の
足
に
狙
い
を
定
め

る
。 

若
月
「
止
め
て
く
れ
！
ほ
、
本
当
に
無
い
ん
だ
！
」 

 
 

 

若
月
、
後
ず
さ
る
。
足
元
の
紙
袋
を
倒
し
、

中
か
ら
札
束
が
出
て
く
る
。 

神
田

「
（

ニ
ヤ
ッ
と
笑
っ
て
）
あ
れ
？
な
ん
だ
こ 

れ
？
」 

 
 

 

神
田
、
札
束
を
拾
い
上
げ
る
。 

若
月
「
そ
の
金
は
ダ
メ
だ
！
渡
せ
な
い
ん
だ
！
」 
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神
田
「
そ
ん
な
事
言
わ
れ
て
、
『
は
い
、
そ
う
で
す 

か
』
っ
て
な
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
」 

若
月
「
む
、
息
子
の
命
が
か
か
っ
て
る
！
頼
む
、
持 

っ
て
い
か
な
い
で
く
れ
！
」 

神
田

「
（

鼻
で
笑
い
）
嘘
を
つ
く
な
ら
も
っ
と
気
の 

利
い
た
や
つ
に
し
て
く
れ
よ
」 

 
 

 

固
定
電
話
が
鳴
る
。 

 
 

 

若
月
、
必
死
に
電
話
を
取
ろ
う
と
す
る
。 

 
 

 

神
田
、
若
月
の
足
を
払
い
倒
す
。 

神
田
「
な
に
勝
手
に
出
よ
う
と
し
て
る
ん
だ
」 

若
月
「
お
、
お
願
い
だ
！
だ
、
出
さ
せ
て
く
れ
！
」 

神
田
「
ダ
メ
だ
」 

若
月
「
息
子
の
命
に
関
わ
る
事
な
ん
だ
！
」 

神
田
「
は
ぁ
？
」 

 
 

 

若
月
、
神
田
の
身
体
に
し
が
み
つ
き
、
懇
願

す
る
。 

若
月
「
頼
む
！
お
願
い
し
ま
す
！
」 

神
田
「
離
れ
ろ
よ
」 

若
月
「
お
願
い
し
ま
す
か
ら
！
」 

 
 

 

神
田
、
若
月
を
払
い
の
け
。 
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神
田
「
あ
あ
も
う
分
か
っ
た
よ
！
た
だ
し
、
ス
ピ
ー 

カ
ー
に
し
て
話
せ
。
少
し
で
も
余
計
な
事
を
言
っ 

た
ら
分
か
っ
て
る
な
」 

 
 

 

神
田
、
若
月
に
銃
口
を
向
け
る
。 

 
 

 
若
月
、
震
え
る
手
で
電
話
機
の
ス
ピ
ー
カ
ー

の
ボ
タ
ン
を
押
す
。 

若
月
「
…
も
、
も
し
も
し
？
」 

 
 

 

橋
口
幸
雄
（
３
４

）
、

ボ
イ
ス
チ
ェ
ン
ジ
ャ

ー
で
変
え
ら
れ
た
声
で
応
答
す
る
。 

橋
口
の
声
「
も
し
も
～
し
？
若
月
さ
ん
？
」 

若
月
「
…
私
だ
」 

 
 

 

神
田
、
怪
訝
な
表
情
。 

橋
口
の
声
「
ど
う
で
す
か
？
１
億
円
は
用
意
で
き
ま 

し
た
か
ぁ
？
」 

若
月
「
い
、
今
…
用
意
し
て
い
る
」 

 

○
廃
工
場
・
外
観
（
夜
） 

二
階
建
て
の
小
さ
な
廃
工
場
。
錆
び
た
シ
ャ

ッ
タ
ー
に
立
ち
入
り
禁
止
の
張
り
紙
。 
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○
廃
工
場
・
中
（
夜
） 

 
 

 

ラ
ン
プ
の
明
か
り
だ
け
が
点
い
て
い
る
。 

 
 

 

橋
口
、
携
帯
電
話
で
電
話
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

若
月
満
（
１
０

）
、

目
隠
し
を
さ
れ
イ
ス
に

縛
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 

富
田
正
利
（
３
２

）
、

ナ
イ
フ
の
手
入
れ
を

し
て
い
る
。 

中
谷
裕
二
（
３
１

）
、

牛
丼
を
食
べ
て
い
る
。

辺
り
に
も
食
い
散
ら
か
し
た
跡
。 

橋
口
「
使
い
古
し
た
お
札
で
連
番
じ
ゃ
な
い
も
の
。 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
か
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
な
ん
て
下
手
な
小
細

工
も
止
め
て
く
だ
さ
い
よ
」 

若
月
の
声
「
…
分
か
っ
て
い
る
」 

橋
口
「
あ
、
そ
れ
と
警
察
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
内
緒
で
。 

お
子
さ
ん
の
命
が
大
切
な
ら
ね
」 

若
月
の
声
「
そ
れ
も
分
か
っ
て
る
！
満
は
…
？
満
は 

無
事
な
ん
だ
ろ
う
な
？
」 

橋
口
「
も
ち
ろ
ん
無
事
で
す
よ
。
で
も
若
月
さ
ん
が 

約
束
を
破
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
ど
う
か
な
～
？
」 

橋
口
、
満
の
頭
を
撫
で
る
。 
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若
月
の
声
「
せ
、
せ
め
て
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
！
」 

橋
口
「
ま
た
あ
と
で
連
絡
し
ま
～
す
」 

 
 

 

橋
口
、
電
話
を
切
る
。 

 

○
若
月
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

若
月
、
電
話
に
怒
鳴
っ
て
い
る
。 

若
月
「
お
い
！
待
っ
て
く
れ
！
」 

「
ツ
ー
ツ
ー
」
と
電
話
が
切
れ
た
音
。 

若
月
「
く
そ
っ
！
！
」 

驚
い
て
い
る
神
田
。 

神
田
「
…
え
？
な
に
？
こ
れ
…
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

 

タ
イ
ト
ル
「
ア
ン
ラ
ッ
キ
ー
な
夜
」 

  
 

 

無
言
の
二
人
。
時
計
の
音
が
や
け
に
響
く
。 

神
田
「
…
ま
さ
か
…
子
供
が
誘
拐
さ
れ
て
る
の
か
？
」 

 
 

 

若
月
、
力
な
く
頷
く
。 

若
月
「
次
男
が
…
学
校
の
帰
り
道
で
…
夕
方
に
連
絡 

が
あ
っ
て
」 

神
田

「
（

驚
き
な
が
ら
）
あ
、
そ
う
…
そ
う
な
ん
だ
」 
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若
月
「
す
ぐ
に
用
意
出
来
る
金
だ
け
じ
ゃ
足
り
な
く 

て
、
金
目
の
物
を
担
保
に
し
て
…
」 

周
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
絵
画
、
所
々
無
く
な
っ

て
い
る
。 

若
月
「
だ
か
ら
…
こ
の
金
だ
け
は
ダ
メ
な
ん
だ
！
」 

 
 

 

若
月
、
テ
ー
ブ
ル
を
強
く
叩
く
。 

神
田
、
少
し
怯
む
。 

 
 

 
 

 

若
月
「
明
日
金
を
渡
さ
な
い
と
満
が
…
満
が
…
」 

 
 

 

若
月
、
う
な
垂
れ
る
。 

神
田
「
い
や
、
で
も
…
そ
う
言
わ
れ
て
も
な
」 

 
 

 

若
月
麻
衣
子
（
４
５

）
、

入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

大
き
め
の
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
る
。 

麻
衣
子
「
あ
な
た
、
何
と
か
借
り
て
…
」 

 
 

 

神
田
を
見
て
驚
き
、
立
ち
止
ま
る
麻
衣
子
。 

 
 

 

神
田
、
素
早
く
懐
か
ら
拳
銃
を
取
り
出
し
。 

神
田
「
大
声
を
出
す
な
よ
」 

 
 

 

神
田
、
若
月
に
銃
口
を
向
け
る
。 

麻
衣
子
「
お
、
夫
を
…
ど
う
す
る
つ
も
り
で
す
か
！
」 

神
田
「
ど
う
さ
れ
た
い
か
は
お
前
ら
次
第
だ
」 

若
月
「
大
丈
夫
だ
か
ら
…
こ
っ
ち
へ
」 
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麻
衣
子
、
恐
る
恐
る
若
月
の
隣
へ
行
く
。 

麻
衣
子

「
（

怖
が
り
な
が
ら
）
な
、
な
ん
の
用
で
す 

か
」 

 
 

 

神
田
、
拘
束
バ
ン
ド
で
麻
衣
子
の
手
足
を
縛 

り
な
が
ら
。 

神
田
「
見
た
ら
分
か
る
だ
ろ
？
強
盗
だ
よ
」 

麻
衣
子
「
強
盗
…
！
」 

神
田
「
あ
あ
」 

麻
衣
子
「
よ
り
に
も
よ
っ
て
今
夜
だ
な
ん
て
…
！
ど 

う
せ
な
ら
も
っ
と
早
い
日
に
来
て
く
れ
れ
ば
…
」 

神
田
「
…
」 

若
月
「
お
い
、
お
前
ど
う
だ
っ
た
？
」 

麻
衣
子
「
あ
…
な
ん
と
か
全
部
売
れ
た
わ
」 

若
月
「
よ
か
っ
た
…
」 

麻
衣
子
「
こ
れ
で
併
せ
て
１
億
円
…
」 

 
 

 

麻
衣
子
、
バ
ッ
ク
を
紙
袋
の
隣
に
寄
せ
る
。 

麻
衣
子
「
あ
な
た
、
こ
れ
で
…
こ
れ
で
満
は
…
」 

若
月
「
あ
あ
！
絶
対
に
満
は
大
丈
夫
だ
！
」 

 
 

 

麻
衣
子
、
若
月
に
し
が
み
つ
き
泣
く
。 

若
月

「
（

言
い
聞
か
せ
る
様
に
）
大
丈
夫
！
大
丈 
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夫
！
」 

 
 

 

神
田
、
所
在
な
い
感
じ
で
。 

神
田
「
…
（
軽
い
咳
払
い

）
」 

若
月

「
（

神
田
に
気
が
つ
き
）
あ
、
強
盗
さ
ん
。
ま 

だ
居
た
ん
で
す
か
？
」 

神
田
「
な
、
な
ん
だ
よ
そ
の
言
い
方
」 

若
月
「
う
ち
は
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
今
日 

の
と
こ
ろ
は
お
引
取
り
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」 

神
田
「
い
や
い
や
…
こ
っ
ち
だ
っ
て
強
盗
に
入
っ
た 

か
ら
に
は
だ
な
…
」 

若
月
「
で
も
こ
の
お
金
は
お
渡
し
出
来
ま
せ
ん
。
も 

し
強
引
に
持
っ
て
行
っ
た
ら
、
強
盗
さ
ん
が
間
接

的
に
満
を
殺
し
た
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
ら
」 

神
田
「
え
え
…
？
そ
、
そ
う
か
？
」 

麻
衣
子
「
な
ん
か
す
み
ま
せ
ん
…
何
の
お
構
い
も
し 

ま
せ
ん
で
」 

神
田
「
だ
か
ら
帰
ら
そ
う
と
す
る
な
」 

若
月
「
で
も
家
に
は
も
う
何
も
な
い
で
す
か
ら
…
」 

 
 

 

神
田
、
棚
に
あ
る
木
彫
り
の
置
物
を
見
る
。 

 
 

 

目
に
青
い
石
の
よ
う
な
物
が
あ
る
。 
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神
田
「
…
分
か
っ
た
、
金
は
い
い
。
そ
れ
よ
り
今
度 

発
表
す
る
新
製
品
の
機
密
情
報
が
あ
る
な
」 

若
月
「
ど
、
ど
う
し
て
そ
れ
を
！
？
」 

神
田
「
そ
れ
を
渡
し
て
も
ら
お
う
か
」 

若
月
「
ど
こ
の
！
？
ど
こ
の
会
社
に
頼
ま
れ
た
！
？ 

赤
城
開
発
か
！
？
」 

神
田
「
…
」 

若
月
「
そ
う
だ
ろ
！
？
赤
城
な
ん
だ
な
！
？
」 

神
田
「
そ
う
い
う
事
を
親
切
に
教
え
て
た
ら
、
俺
は 

こ
の
世
界
で
飯
が
食
え
な
く
な
る
ん
だ
よ
」 

若
月
「
く
そ
！
」 

神
田
「
さ
ぁ
、
早
く
渡
し
て
貰
お
う
か
」 

若
月
「
…
で
も
…
そ
れ
も
…
あ
り
ま
せ
ん
」 

神
田
「
お
い
お
い
、
嘘
つ
く
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
。
お
前 

の
会
社
で
、
い
く
ら
探
し
て
も
出
て
こ
な
か
っ
た 

ん
だ
。
考
え
ら
れ
る
と
し
た
ら
た
だ
一
つ
」 

 
 

 

若
月
、
目
を
逸
ら
す
。 

神
田
「
お
前
が
持
っ
て
い
る
…
だ
ろ
？
」 

若
月
「
ほ
、
本
当
で
す
！
今
、
手
元
に
な
い
ん
で 

す
！
」 
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神
田

「
（

た
め
息
を
つ
い
て
）
結
局
痛
い
目
に
遭
わ 

な
い
と
分
か
ら
な
い
み
た
い
だ
な
」 

 
 

 

神
田
、
銃
口
を
若
月
に
向
け
る
。 

麻
衣
子
「
き
ゃ
あ
！
」 

神
田
「
ど
う
す
る
？
奥
さ
ん
を
撃
っ
て
も
い
い
ん
だ 

ぜ
」 

若
月
「
止
め
て
く
だ
さ
い
！
本
当
に
な
い
ん
で
す
！
」 

神
田
「
じ
ゃ
あ
ど
こ
に
あ
る
ん
だ
？
」 

若
月
「
…
満
の
…
満
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
隠
し
て
あ
り 

ま
す
…
」 

神
田
「
は
ぁ
？
満
っ
て
今
、
誘
拐
さ
れ
て
る
奴
か
？
」 

若
月
「
…
は
い
」 

 

○
（
イ
メ
ー
ジ
）
登
下
校
の
道 

 
 

 

満
、
友
達
と
歩
い
て
い
る
。 

 
 

 

ラ
ン
ド
セ
ル
に
く
く
り
付
け
ら
れ
て
い
る
、 

小
さ
く
て
赤
い
入
れ
物
が
揺
れ
て
い
る
。 

 

○
若
月
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

困
惑
す
る
神
田
。 
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神
田
「
な
ん
で
だ
よ
。
な
ん
で
そ
ん
な
に
大
事
な
も 

の
を
息
子
に
持
た
せ
る
ん
だ
よ
」 

若
月
「
う
ち
の
新
製
品
の
機
密
情
報
が
狙
わ
れ
て
い 

る
の
は
知
っ
て
い
ま
し
た
」 

神
田
「
だ
か
ら
？
」 

若
月
「
ま
さ
か
そ
ん
な
大
切
な
情
報
、
息
子
が
持
っ 

て
る
な
ん
て
考
え
な
い
…
だ
か
ら
で
す
」 

神
田
「
お
前
、
そ
れ
親
と
し
て
ど
う
か
と
思
う
ぞ
」 

若
月
「
す
み
ま
せ
ん
…
」 

神
田
「
ち
っ
！
面
倒
く
せ
え
な
…
」 

 
 

 

固
定
電
話
が
鳴
る
。 

 
 

 

若
月
、
麻
衣
子
と
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

神
田
「
お
い
…
下
手
な
こ
と
言
う
な
よ
」 

若
月
「
は
、
は
い
」 

 
 

 

神
田
、
電
話
機
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
ボ
タ
ン
を 

押
し
、
若
月
に
話
す
よ
う
に
促
す
。 

若
月
「
…
も
、
も
し
も
し
」 

 
 

 

ボ
イ
ス
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
変
え
ら
れ
た
声
の 

橋
口
。 

橋
口
の
声
「
も
し
も
し
？
若
月
さ
ん
？
」 
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○
廃
工
場
・
中
（
夜
） 

 
 

 

橋
口
、
目
出
し
帽
を
被
り
携
帯
電
話
で
話
し 

て
い
る
。 

橋
口
「
明
日
の
金
の
受
け
渡
し
方
法
な
ん
で
す
が
」 

若
月
の
声
「
満
は
！
？
満
は
無
事
な
ん
だ
ろ
う
な
！
」 

橋
口
「
は
い
は
い
無
事
で
す
よ
。
今
そ
ち
ら
に
満
君 

の
映
像
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
」 

 
 

 

富
田
、
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
い
る
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

若
月
の
携
帯
電
話
に
着
信
音
が
鳴
る
。 

神
田
、
開
い
て
若
月
達
に
見
せ
る
。 

 
 

 

満
が
縛
ら
れ
、
目
隠
し
を
さ
れ
て
イ
ス
に
縛 

ら
れ
て
い
る
映
像
。 

 
 

 

満
、
「
お
母
さ
ん
！
お
父
さ
ん
！
！
」
と
叫 

ん
で
い
る
。 

若
月
「
満
！
！
満
！
！
」 

 
 

 

麻
衣
子
、
泣
き
崩
れ
る
。 

橋
口
、
画
面
に
映
り
こ
ん
で
。 

橋
口
の
声
「
ど
う
で
す
か
？
こ
れ
で
信
用
し
て
い
た 

だ
け
ま
し
た
？
」 
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×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

橋
口
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
向
か
っ
て
話
し 

て
い
る
。 

橋
口
「
我
々
も
無
駄
な
殺
し
は
し
た
く
な
い
の
で
ね
。 

変
に
騒
が
な
い
で
も
ら
え
る
と
助
か
り
ま
す
」 

若
月
の
声
「
…
分
か
っ
て
い
る
」 

橋
口
「
で
は
明
日
の
受
け
渡
し
方
法
な
ん
で
す
が
、 

長
男
の
直
人
君
に
お
願
い
で
き
ま
す
か
？
」 

若
月
の
声
「
な
、
直
人
に
？
」 

橋
口
「
は
い
。
直
人
君
一
人
で
、
お
金
を
持
っ
て
来 

て
く
だ
さ
い
」 

若
月
の
声
「
い
や
！
し
か
し
…
！
」 

橋
口
「
警
察
は
も
ち
ろ
ん
、
直
人
君
以
外
の
人
が
来 

 
 

 

た
場
合
、
満
君
の
命
は
…
分
か
り
ま
す
よ
ね
？
」 

若
月
の
声
「
…
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
！
」 

橋
口
「
場
所
と
時
間
は
、
ま
た
連
絡
し
ま
す
」 

 
 

 

橋
口
、
電
話
を
切
る
。 

 

○
若
月
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

電
話
か
ら
「
ツ
ー
ツ
ー
」
と
い
う
音
が
鳴
り 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 16 

響
い
て
お
り
、
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
若
月
。 

若
月
「
あ
あ
…
」 

麻
衣
子
「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
よ
～
！
！
」 

 
 

 

狼
狽
す
る
若
月
と
麻
衣
子
。 

若
月
「
直
人
に
な
ん
て
無
理
だ
」 

麻
衣
子
「
満
は
も
う
…
あ
あ
あ
！
満
に
も
う
会
え
な 

い
の
ね
…
あ
な
た
～
」 

 
 

 

麻
衣
子
、
若
月
に
泣
き
つ
く
。 

若
月
「
な
ん
と
か
方
法
を
考
え
よ
う
。
直
人
以
外
の
」 

神
田
「
お
い
、
何
言
っ
て
ん
だ
よ
。
そ
の
直
人
に
任 

せ
た
ら
い
い
だ
ろ
」 

若
月
・
麻
衣
子
「
…
」 

神
田
「
直
人
は
何
処
だ
？
」 

若
月
「
…
家
に
い
ま
す
」 

神
田
「
だ
っ
た
ら
早
く
呼
ん
で
来
い
よ
」 

若
月
「
…
引
き
こ
も
り
な
ん
で
す
。
直
人
」 

神
田
「
引
き
こ
も
り
？
」 

若
月
「
は
い
…
お
恥
ず
か
し
い
話
な
ん
で
す
が
…
」 

神
田

「
（

麻
衣
子
に
）
な
ん
で
も
い
い
か
ら
呼
ん
で 

来
い
よ
」 
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麻
衣
子
「
無
理
で
す
…
」 

神
田
「
な
ん
で
だ
よ
？
」 

麻
衣
子
「
あ
の
子
、
少
し
で
も
気
に
食
わ
な
い
こ
と 

が
あ
る
と
、
す
ぐ
暴
れ
て
…
も
う
手
に
は
お
え
な 

い
ん
で
す
…
」 

神
田
「
そ
ん
な
こ
と
知
る
か
よ
。
明
日
そ
い
つ
が
行 

か
な
い
と
ダ
メ
な
ん
だ
ろ
」 

麻
衣
子
「
部
屋
か
ら
出
た
く
な
い
っ
て
…
時
々
財
布 

か
ら
お
金
が
な
く
な
っ
て
る
し
…
何
を
や
っ
て
い

る
の
か
…
」 

若
月
「
全
く
…
お
前
が
甘
や
か
す
か
ら
…
！
」 

麻
衣
子
「
な
、
な
ん
で
私
の
せ
い
な
の
よ
！
？
あ
な 

た
も
直
人
に
何
も
言
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
！
」 

若
月
「
家
の
事
は
任
せ
て
あ
る
だ
ろ
。
私
は
外
で
働 

い
て
る
ん
だ
」 

麻
衣
子
「
仕
事
仕
事
っ
て
…
大
体
、
本
当
に
仕
事
な 

の
か
し
ら
…
」 

若
月

「
（

焦
っ
て
）
そ
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
」 

麻
衣
子
「
自
分
が
一
番
分
か
っ
て
る
で
し
ょ
？
」 

神
田
「
お
い
！
い
い
加
減
に
し
ろ
よ
！
」 
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若
月
「
な
ん
で
私
が
浮
気
を
疑
わ
れ
な
い
と
い
け
な 

い
ん
だ
！
？
ね
ぇ
強
盗
さ
ん
」 

麻
衣
子
「
あ
ら
？
私
は
一
言
も
浮
気
な
ん
て
言
っ
て 

ま
せ
ん
よ
。
自
分
に
心
当
た
り
が
あ
る
か
ら
そ
う
」 

神
田
「
静
か
に
し
ろ
！
」 

若
月
・
麻
衣
子
「
…
す
み
ま
せ
ん
」 

神
田
「
と
に
か
く
首
根
っ
こ
掴
ん
で
連
れ
て
来
い
！
」 

若
月
「
わ
、
分
か
り
ま
し
た
」 

 
 

 

若
月
、
手
足
が
縛
ら
れ
て
る
た
め
、
も
ぞ
も 

ぞ
動
い
て
い
る
。 

 
 

 

神
田
、
う
ん
ざ
り
し
た
表
情
で
。 

神
田
「
あ
～
も
う
！
部
屋
は
ど
こ
だ
？
」 

 

○
同
・
直
人
の
部
屋
・
中
（
夜
） 

神
田
、
ド
ア
を
蹴
り
開
け
、
中
に
入
る
。
若 

月
直
人
（
１
４

）
、

上
下
ス
エ
ッ
ト
で
、
髪 

は
伸
び
放
題
。
驚
い
て
い
る
。 

 
 

 

部
屋
は
漫
画
や
ゲ
ー
ム
が
散
乱
し
て
い
る
。 

神
田
「
お
前
が
直
人
か
？
」 

 
 

 

直
人
、
驚
い
て
ぽ
か
ん
と
し
て
い
る
。 
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神
田
「
直
人
か
っ
て
聞
い
て
る
ん
だ
よ
」 

 
 

 

直
人
、
何
回
も
頷
く
。 

神
田
「
よ
し
、
ち
ょ
っ
と
来
て
も
ら
お
う
か
」 

直
人
「
…
い
、
嫌
だ
」 

神
田
「
い
い
か
ら
来
い
よ
」 

 
 

 

神
田
、
直
人
を
引
っ
張
り
上
げ
る
。 

 
 

 

直
人
、
引
っ
張
ら
れ
て
行
く
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

神
田
、
直
人
を
引
っ
張
っ
て
来
る
。 

若
月
「
直
人
…
！
」 

 
 

 

若
月
、
麻
衣
子
、
リ
ビ
ン
グ
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 

神
田
、
直
人
を
若
月
の
側
に
投
げ
飛
ば
し
。 

神
田

「
（

直
人
に
）
そ
こ
で
大
人
し
く
し
て
ろ
」 

直
人
「
な
、
な
に
こ
れ
…
こ
の
人
誰
！
？
」 

 
 

 

神
田
、
拘
束
バ
ン
ド
で
直
人
の
手
足
を
縛
り 

な
が
ら
。 

神
田
「
俺
は
こ
の
家
に
入
っ
た
強
盗
だ
よ
」 

直
人
「
ご
、
強
盗
！
！
」 

 
 

 

怯
え
る
直
人
。 
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麻
衣
子
「
大
丈
夫
よ
、
直
人
」 

神
田
「
こ
い
つ
に
今
の
状
況
を
説
明
し
て
や
れ
」 

 
 

 

直
人
、
若
月
を
見
る
。 

若
月
「
…
直
人
、
驚
か
ず
に
聞
い
て
く
れ
…
実
は
、 

満
が
誘
拐
さ
れ
た
」 

直
人
「
え
…
！
み
、
満
が
！
？
」 

若
月
「
あ
あ
…
も
し
、
お
金
を
渡
さ
な
か
っ
た
り
、 

警
察
を
呼
ん
だ
ら
…
満
は
…
」 

直
人
「
そ
、
そ
ん
な
…
」 

神
田
「
そ
れ
で
だ
、
そ
の
金
の
受
け
渡
し
を
、
お
前 

に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」 

直
人

「
（

驚
い
て
）
え
え
！
僕
に
！
！
」 

若
月
「
犯
人
か
ら
、
お
前
一
人
で
来
る
よ
う
に
指
示 

さ
れ
て
る
」 

直
人
「
そ
、
そ
ん
な
の
…
無
理
だ
よ
！
」 

神
田
「
無
理
で
も
や
る
ん
だ
よ
」 

直
人
「
で
、
で
も
…
僕
…
外
に
出
た
く
な
い
…
」 

神
田
「
じ
ゃ
あ
弟
は
死
ん
で
も
い
い
ん
だ
な
」 

直
人
「
そ
、
そ
れ
も
嫌
だ
！
！
」 

神
田
「
だ
か
ら
お
前
持
っ
て
行
け
よ
！
」 
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直
人
「
そ
れ
も
…
出
来
な
い
…
！
」 

神
田
「
だ
っ
た
ら
、
弟
は
死
ぬ
！
そ
れ
だ
け
だ
！
」 

直
人
、
泣
き
な
が
ら
暴
れ
る
。 

直
人
「
い
、
嫌
だ
～
！
外
に
出
た
く
な
い
！
出
た
く 

な
い
よ
！
」 

神
田

「
（

押
さ
え
つ
け
て
）
暴
れ
る
ん
じ
ゃ
ね
ぇ 

よ
！
」 

直
人
「
あ
…
あ
い
つ
ら
が
…
僕
、
無
理
だ
…
」 

神
田
「
あ
い
つ
ら
？
あ
い
つ
ら
っ
て
何
だ
？
」 

 
 

 

直
人
、
た
だ
泣
く
だ
け
。 

 
 

 

神
田
、
直
人
を
叩
い
て
。 

神
田
「
お
い
、
あ
い
つ
ら
っ
て
誰
だ
？
お
い
！
」 

直
人
、
首
を
振
る
。 

神
田
、
直
人
を
叩
く
。 

神
田
「
さ
っ
さ
と
言
え
！
」 

直
人
「
…
」 

神
田
「
ち
っ
！
素
直
に
話
さ
な
い
な
ら
仕
方
ね
ぇ
か
」 

 
 

 

神
田
、
拳
銃
を
取
り
出
し
見
せ
る
。 

 
 

 

直
人
、
か
な
り
怖
が
り
。 

麻
衣
子
「
や
、
止
め
て
く
だ
さ
い
！
！
」 
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神
田
「
ど
う
す
ん
だ
？
言
う
の
か
？
」 

直
人
、
何
度
も
頷
く
。 

神
田
「
よ
し
。
何
が
あ
っ
た
ん
だ
？
」 

直
人
「
…
僕
…
…
学
校
の
先
輩
か
ら
お
金
を
取
ら
れ 

て
て
…
」 

神
田
「
カ
ツ
ア
ゲ
か
？
」 

 
 

 

直
人
、
頷
く
。 

直
人
「
…
ど
ん
ど
ん
額
も
大
き
く
な
っ
て
…
毎
日
毎 

日
…
」 

若
月
「
…
」 

直
人
「
…
が
、
学
校
休
ん
で
も
家
に
来
る
し
…
」 

麻
衣
子
「
…
そ
ん
な
」 

直
人
「
夜
中
に
も
呼
び
出
さ
れ
る
し
…
誰
に
も
言
え 

な
く
て
（
泣
き
始
め
る

）
」 

麻
衣
子
「
も
…
も
う
止
め
て
く
だ
さ
い
！
」 

若
月
「
な
、
直
人
が
可
哀
想
で
す
！
」 

神
田
「
可
哀
想
？
よ
く
そ
ん
な
事
言
え
る
な
。
こ
う 

な
っ
た
の
も
お
前
ら
が
悪
い
ん
だ
ろ
う
が
」 

若
月
「
で
、
で
も
…
」 

神
田
「
で
も
じ
ゃ
ね
え
よ
。
お
前
ら
ガ
キ
の
こ
と
何 
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も
見
え
て
ね
え
だ
ろ
」 

麻
衣
子
「
…
」 

神
田
「
い
い
か
？
親
と
い
う
漢
字
は
、
木
に
立
っ
て 

見
る
と
書
い
て
親
な
ん
だ
」 

若
月
「
…
」 

神
田
「
高
い
と
こ
ろ
か
ら
子
供
が
何
処
で
何
を
し
て 

る
の
か
見
守
る
の
が
親
な
ん
だ
よ
」 

若
月
、
麻
衣
子
、
俯
く
。 

神
田
「
お
前
ら
は
木
に
立
つ
ど
こ
ろ
か
、
子
供
を
見 

る
事
さ
え
し
て
ね
え
ん
だ
よ
！
」 

麻
衣
子

「
（

泣
き
な
が
ら
）
直
人
…
ご
め
ん
ね
…
」 

若
月
、
苦
い
表
情
。 

神
田
「
ち
っ
！
何
な
ん
だ
よ
！
？
」 

 
 

 

玄
関
の
ド
ア
が
開
け
ら
れ
る
音
が
す
る
。 

 
 

 

若
月
久
美
（
１
７

）
、

帰
っ
て
来
る
。 

久
美
の
声
「
た
だ
い
ま
～
」 

 
 

 

神
田
、
拳
銃
を
懐
か
ら
出
す
。 

神
田
「
誰
だ
？
」 

若
月
「
娘
の
…
久
美
で
す
」 
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○
同
・
玄
関
・
中
（
夜
） 

 
 

 

久
美
、
靴
を
脱
い
で
い
る
。 

若
月
の
革
靴
を
見
る
。 

久
美
「
…
（
た
め
息

）
」 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

久
美
、
リ
ビ
ン
グ
に
入
っ
て
く
る
。 

久
美
「
た
だ
い
…
」 

 
 

 

神
田
、
若
月
達
に
銃
口
を
向
け
て
い
る
。 

神
田
「
頼
む
か
ら
大
声
だ
け
は
出
さ
な
い
で
く
れ
よ
」 

久
美
「
き
ゃ
、
き
ゃ
あ
～
！
」 

 
 

 

久
美
、
そ
の
場
に
へ
た
り
込
む
。 

神
田
「
だ
か
ら
大
声
出
す
な
っ
て
」 

 
 

 

神
田
、
久
美
に
近
寄
る
。 

久
美
「
き
ゃ
あ
！
き
ゃ
あ
～
！
」 

 
 

 

久
美
、
悲
鳴
を
あ
げ
騒
ぐ
。 

麻
衣
子
「
ら
、
乱
暴
は
止
め
て
く
だ
さ
い
！
」 

神
田
「
女
の
悲
鳴
ほ
ど
耳
障
り
な
も
の
は
ね
え
か
ら 

な
。
黙
ら
せ
る
だ
け
だ
よ
」 

 
 

 

神
田
、
久
美
の
髪
の
毛
に
手
を
伸
ば
す
。 
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麻
衣
子
、
大
声
を
出
し
て
。 

麻
衣
子
「
止
め
て
く
だ
さ
い
！
こ
の
娘
の
お
腹
に
は 

赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
ん
で
す
！
」 

 
 

 

神
田
、
動
き
を
止
め
る
。 

神
田
「
え
？
」 

直
人
「
え
え
？
！
」 

 
 

 

若
月
、
少
し
間
が
あ
っ
て
。 

若
月
「
え
え
え
え
～
！
！
！
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

時
計
の
針
の
音
だ
け
が
す
る
。 

 
 

 

若
月
の
隣
に
直
人
が
座
り
、
テ
ー
ブ
ル
を
挟

ん
で
麻
衣
子
、
久
美
が
座
る
。 

 
 

 

４
人
と
も
手
足
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

神
田
、
立
っ
て
い
る
。 

若
月
「
…
ど
こ
の
ど
い
つ
だ
？
」 

久
美
「
…
」 

若
月

「
（

麻
衣
子
に
）
お
前
も
！
何
で
私
に
言
わ
な 

い
ん
だ
！
」 

麻
衣
子
「
あ
な
た
に
言
え
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
な
い
」 

若
月
「
ま
だ
高
校
生
で
…
何
を
考
え
て
る
ん
だ
！
」 
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久
美
「
別
に
産
む
気
な
い
し
」 

若
月
「
当
た
り
前
だ
ろ
！
」 

久
美
「
て
い
う
か
、
ど
っ
ち
に
し
て
も
あ
ん
た
に
関 

係
な
い
で
し
ょ
」 

若
月
「
関
係
な
い
っ
て
な
ん
だ
？
え
え
？
！
俺
は
父 

親
だ
ぞ
！
」 

久
美
、
そ
っ
ぽ
を
向
き
無
視
す
る
。 

若
月
「
お
い
！
聞
い
て
ん
の
か
！
」 

 
 

 

久
美
、
な
お
も
無
視
す
る
。 

若
月
「
全
く
…
家
族
の
為
に
身
を
粉
に
し
て
働
い
て 

る
っ
て
い
う
の
に
…
何
な
ん
だ
！
」 

久
美
「
へ
～
、
若
い
女
と
旅
行
と
か
に
行
く
の
も
仕 

事
な
ん
だ
。
い
い
な
ぁ
、
楽
し
そ
う
～
」 

若
月

「
（

焦
っ
て
）
な
、
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
…
お
、 

俺
は
お
前
ら
の
た
め
に
…
」 

久
美
「
女
の
と
こ
ろ
に
入
り
浸
っ
て
、
家
に
帰
っ
て 

こ
な
い
の
が
私
達
の
た
め
～
？
」 

若
月
「
い
、
い
や
…
そ
ん
な
事
は
…
」 

久
美
「
さ
っ
き
か
ら
家
族
家
族
っ
て
。
気
づ
い
て
な 

い
の
？
も
う
バ
ラ
バ
ラ
だ
よ
」 
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若
月
「
…
！
」 

久
美
「
父
親
が
若
い
女
に
入
れ
込
ん
で
、
長
男
が
引 

き
こ
も
り
、
母
親
が
ア
ル
中
の
ホ
ス
ト
狂
い
」 

若
月
「
え
え
！
」 

麻
衣
子

「
（

焦
っ
て
）
く
、
久
美
！
？
」 

久
美
「
こ
の
家
で
ま
と
も
な
の
は
、
私
と
満
く
ら 

い
？
あ
、
も
う
私
も
ま
と
も
じ
ゃ
な
い
か
」 

 
 

 

久
美
、
高
ら
か
に
笑
う
。 

沈
黙
が
流
れ
る
。 

神
田
「
お
い
、
な
ん
な
ん
だ
よ
こ
の
家
」 

若
月
「
…
強
盗
さ
ん
」 

神
田
「
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
ろ
。
父
親
が
浮
気
三
昧
、 

長
男
が
引
き
こ
も
り
、
長
女
は
妊
娠
、
嫁
は
ホ
ス 

ト
に
狂
い
、
で
、
俺
に
強
盗
に
入
ら
れ
、
極
め
つ 

け
は
、
次
男
が
誘
拐
」 

久
美
「
…
え
？
」 

神
田
「
お
前
呪
わ
れ
て
ん
の
か
？
最
近
、
神
社
と
か 

燃
や
し
た
？
」 

若
月
「
い
、
い
え
…
し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
本
当
に 

つ
い
て
な
く
て
…
」 
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神
田
「
運
が
悪
過
ぎ
る
だ
ろ
」 

若
月
「
先
週
は
う
ち
の
父
が
入
院
…
５
日
前
に
は 

（
麻
衣
子
を
顎
で
指
し
）
こ
い
つ
の
実
家
が
火
事 

に
な
り
…
そ
し
て
一
昨
日
に
は
…
つ
い
に
…
」 

神
田
「
…
つ
、
つ
い
に
？
」 

若
月
「
う
ち
で
飼
っ
て
た
金
魚
が
死
に
ま
し
た
…
」 

 
 

 

若
月
、
悔
し
そ
う
。 

神
田

「
（

拍
子
抜
け
の
感
じ
）
え
？
…
あ
、
そ
う
」 

若
月
「
き
ん
ち
ゃ
ん
～
…
き
ん
ち
ゃ
ん
～
…
！
」 

久
美
「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
…
次
男
が
誘
拐 

っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

神
田
「
だ
か
ら
そ
の
ま
ん
ま
だ
よ
。
誘
拐
さ
れ
た
の
。 

次
男
が
。
Ｏ
Ｋ
？
」 

久
美

「
（

驚
い
て
）
そ
、
そ
う
な
の
お
母
さ
ん
！
？
」 

麻
衣
子
「
え
え
…
実
は
…
」 

 
 

 

神
田
、
直
人
を
掴
ん
で
。 

神
田
「
お
い
。
行
く
ぞ
」 

直
人
「
え
？
ど
…
ど
こ
に
？
」 

神
田
「
お
前
に
は
外
に
出
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら 

わ
な
い
と
困
る
ん
だ
よ
」 
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○
近
所
の
公
園
（
夜
） 

 
 

 

小
さ
い
公
園
で
、
砂
場
と
滑
り
台
が
外
灯
に 

照
ら
さ
れ
て
い
る
。
澤
田
広
（
１
５

）
、

岩

瀬
学
（
１
５

）
、

公
園
に
来
る
。 

派
手
な
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
悪
そ
う
な
格
好
。 

澤
田
「
な
ん
だ
よ
。
若
月
い
ね
え
じ
ゃ
ね
え
か
」 

岩
瀬
「
ふ
ざ
け
や
が
っ
て
」 

 
 

 

神
田
、
澤
田
達
に
近
づ
い
て
。 

神
田
「
お
お
、
お
前
ら
か
。
あ
い
つ
に
カ
ツ
ア
ゲ
し 

て
る
の
っ
て
」 

澤
田
「
あ
あ
？
な
ん
だ
オ
ッ
サ
ン
？
」 

岩
瀬
「
い
き
な
り
何
言
っ
て
ん
だ
」 

神
田
「
バ
カ
そ
う
な
顔
し
て
ん
な
～
。
カ
ツ
ア
ゲ
な 

ん
て
ダ
サ
イ
真
似
し
て
る
か
ら
そ
う
な
ん
だ
よ
」 

澤
田
「
な
ん
だ
と
こ
の
野
郎
！
」 

岩
瀬
「
舐
め
て
ん
の
か
！
」 

 
 

 

澤
田
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ナ
イ
フ
を
出
す
。 

澤
田
「
オ
ッ
サ
ン
、
吐
い
た
唾
、
飲
ま
ん
と
け
よ 

～
！
」 

 
 

 

澤
田
達
、
神
田
に
突
っ
か
か
っ
て
い
く
。 
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×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

澤
田
、
岩
瀬
、
地
面
に
正
座
し
て
い
る
。 

 
 

 

鼻
や
口
か
ら
は
血
が
出
て
い
る
。 

澤
田

「
（

小
さ
い
声
で
）
す
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た 

…
」 

岩
瀬
、
泣
い
て
い
る
。 

神
田
「
ど
う
し
よ
う
か
な
？
も
う
一
生
カ
ツ
ア
ゲ
出 

来
な
い
よ
う
に
足
の
１
本
で
も
撃
っ
て
お
く
か
」 

 
 

 

神
田
、
懐
か
ら
拳
銃
を
出
す
。 

澤
田
・
岩
瀬
「
ひ
い
い
い
～
！
！
」 

神
田
「
冗
談
だ
よ
、
バ
カ
」 

 
 

 

神
田
、
拳
銃
を
懐
に
し
ま
う
。 

神
田
「
な
ん
だ
よ
さ
っ
き
の
『
吐
い
た
唾
、
飲
ま
ん 

と
け
よ
』
っ
て
。
ガ
キ
の
く
せ
に
よ
く
そ
ん
な
言

い
回
し
知
っ
て
る
な
」 

澤
田

「
（

怖
が
り
な
が
ら
）
あ
、
兄
貴
が
…
ビ
ー
バ 

ッ
プ
と
か
好
き
だ
か
ら
…
」 

 
 

 

神
田
、
澤
田
の
頭
を
叩
い
て
。 

神
田
「
タ
メ
口
き
い
て
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
」 

澤
田
「
す
、
す
み
ま
せ
ん
！
」 
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神
田
「
お
い
、
直
人
」 

 
 

 

直
人
、
滑
り
台
か
ら
恐
る
恐
る
出
て
く
る
。 

神
田
「
こ
い
つ
ら
に
言
え
よ
」 

直
人
「
…
（
怖
が
っ
て
い
る

）
」 

神
田
、
直
人
を
叩
い
て
。 

神
田
「
早
く
言
え
よ
。
さ
っ
き
練
習
し
た
だ
ろ
」 

直
人
「
は
、
は
い
…
（
澤
田
達
を
見
て
）
あ
の
…
」 

神
田
「
ほ
ら
！
早
く
し
ろ
よ
」 

直
人

「
（

小
さ
い
声
で
）
あ
…
あ
の
！
も
、
も
う
… 

お
金
を
払
い
た
く
…
な
い
で
す
」 

澤
田
「
…
」 

神
田
、
直
人
を
叩
く
。 

直
人

「
（

大
声
で
）
お
、
お
金
は
も
う
払
わ
な
い
！ 

ぼ
…
僕
を
蹴
っ
た
り
殴
っ
た
り
す
る
の
を
止
め
て 

だ
さ
…
止
め
ろ
！
！
わ
、
分
か
っ
た
か
！
」 

神
田
「
は
い
Ｏ
Ｋ
！
（
澤
田
達
に
）
ち
ゃ
ん
と
言
っ 

た
か
ら
な
。
も
う
こ
い
つ
に
絡
む
な
よ
」 

澤
田
「
…
」 

 
 

 

神
田
、
澤
田
を
叩
い
て
。 

神
田
「
分
か
っ
た
の
か
よ
？
」 
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澤
田
「
は
、
は
い
」 

岩
瀬
「
で
、
で
も
…
」 

神
田
「
あ
？
何
が
で
も
だ
よ
？
」 

岩
瀬

「
（

怖
が
っ
て
い
る
）
…
」 

神
田
、
岩
瀬
を
叩
い
て
。 

神
田
「
何
が
で
も
だ
っ
て
聞
い
て
ん
だ
ろ
う
が
」 

岩
瀬

「
（

一
気
に
言
う
）
ぼ
、
僕
ら
も
！
先
輩
か
ら
、 

持
っ
て
来
い
っ
て
命
令
さ
れ
て
る
ん
で
す
！
」 

神
田
「
は
ぁ
？
お
前
ら
も
カ
ツ
ア
ゲ
さ
れ
て
ん
の
？
」 

澤
田
「
…
は
い
」 

神
田

「
（

た
め
息
つ
い
て
）
あ
の
な
、
自
分
が
さ
れ 

て
嫌
な
こ
と
を
他
の
人
に
す
る
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
。

他
の
人
も
嫌
に
決
ま
っ
て
る
だ
ろ
」 

澤
田
「
す
み
ま
せ
ん
…
」 

神
田
「
人
が
嫌
が
る
こ
と
は
や
ら
な
い
。
こ
れ
は
世 

の
中
生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
事
だ
ぞ
」 

直
人
「
…
」 

 
 

 

直
人
、
怪
訝
な
表
情
で
神
田
を
見
る
。 

 
 

 

神
田
、
そ
の
視
線
に
気
が
つ
き
。 

神
田
「
何
だ
よ
そ
の
目
は
？
」 
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直
人
「
…
あ
…
い
え
」 

澤
田
「
…
そ
の
先
輩
、
急
に
金
を
集
め
だ
し
て
…
他 

の
奴
ら
も
必
死
に
な
っ
て
て
…
」 

神
田
「
他
の
奴
ら
？
」 

澤
田
「
は
い
…
だ
か
ら
…
（
直
人
に
）
他
の
奴
に
や 

ら
れ
る
か
ら
な
！
」 

直
人
「
そ
…
そ
ん
な
…
」 

神
田
、
澤
田
を
叩
い
て
。 

神
田
「
そ
い
つ
は
何
処
に
い
る
ん
だ
？
こ
こ
か
ら
遠 

い
の
か
？
」 

 

○
三
宅
の
家
・
外
観
（
夜
） 

 
 

 

赤
い
屋
根
の
一
軒
家
。 

離
れ
の
部
屋
が
あ
り
、
電
気
が
点
い
て
い
る
。 

裏
手
に
い
く
つ
か
工
場
な
ど
が
あ
る
が
、
使

わ
れ
て
な
い
様
子
。 

 
 

 

澤
田
、
離
れ
を
指
差
し
て
い
る
。 

澤
田
「
あ
そ
こ
で
す
…
」 

神
田
「
家
に
い
る
み
て
え
だ
な
。
全
く
、
カ
ツ
ア 

ゲ
す
る
く
ら
い
な
ら
深
夜
も
働
け
っ
て
ん
だ
よ
」 
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○
同
・
離
れ
の
部
屋
・
中
（
夜
） 

 
 

 

ベ
ッ
ド
や
テ
レ
ビ
が
あ
り
、
壁
に
は
写
真
な

ど
が
た
く
さ
ん
貼
っ
て
あ
る
。 

 
 

 

三
宅
和
樹
（
１
９

）
、

金
髪
で
部
屋
着
の
ジ

ャ
ー
ジ
を
着
て
い
る
。
ノ
ッ
ク
の
音
が
す
る
。 

三
宅
「
誰
だ
？
」 

澤
田
の
声
「
…
あ
、
あ
の
澤
田
…
で
す
…
お
金
を
…
」 
 

 

三
宅
「
お
お
。
今
開
け
る
か
ら
待
っ
て
ろ
」 

 
 

 

三
宅
、
鍵
を
回
し
、
ド
ア
を
開
け
る
。 

 
 

 

神
田
が
立
っ
て
お
り
、
三
宅
、
一
瞬
呆
気
に

取
ら
れ
る
。 

三
宅
「
だ
、
誰
だ
よ
…
」 

 
 

 

神
田
、
三
宅
を
殴
る
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

三
宅
、
正
座
し
て
い
る
。 

 
 

 

鼻
や
口
か
ら
血
を
流
し
て
い
る
。 

 
 

 

神
田
、
ベ
ッ
ド
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 

直
人
、
澤
田
、
岩
瀬
、
隅
に
立
っ
て
い
る
。 

神
田
「
二
度
と
カ
ツ
ア
ゲ
な
ん
て
す
る
ん
じ
ゃ
ね
え
」 

三
宅
「
…
」 
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神
田
、
三
宅
の
頭
を
叩
き
。 

神
田
「
聞
い
て
ん
の
か
？
お
前
の
せ
い
で
、
こ
っ
ち 

は
迷
惑
し
て
ん
だ
よ
」 

三
宅
「
…
す
ん
ま
せ
ん
」 

神
田

「
（

澤
田
と
岩
瀬
に
）
こ
れ
で
お
前
ら
も
、
直 

人
に
絡
む
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
」 

澤
田
・
岩
瀬
「
は
い
…
」 

神
田
「
金
が
欲
し
か
っ
た
ら
、
俺
み
た
い
に
汗
水
た 

ら
し
て
必
死
に
働
け
」 

直
人
「
…
（
非
難
的
な
目
で
神
田
を
見
る

）
」 

神
田
「
金
は
ど
こ
に
あ
ん
だ
よ
？
」 

 
 

 

三
宅
、
ベ
ッ
ド
の
下
か
ら
小
さ
な
缶
を
出
し
。 

三
宅
「
こ
、
こ
こ
に
…
」 

 
 

 

神
田
、
缶
を
開
け
て
見
る
。 

神
田
「
ほ
～
結
構
貯
ま
っ
て
る
じ
ゃ
ね
え
か
。
こ
れ 

 

も
ら
っ
て
い
く
ぞ
」 

三
宅
「
え
え
！
」 

直
人
「
み
ん
な
に
返
し
て
あ
げ
る
ん
で
す
ね
」 

神
田
「
バ
～
カ
、
手
間
賃
だ
手
間
賃
。
な
ん
で
そ
ん 

な
事
す
ん
だ
よ
。
俺
が
貰
う
ん
だ
よ
」 
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直
人
「
…
」 

三
宅
「
そ
、
そ
れ
は
返
し
て
く
れ
！
」 

神
田
「
お
前
の
金
じ
ゃ
ね
え
だ
ろ
」 

三
宅
「
で
、
で
も
…
そ
れ
が
ね
え
と
、
お
腹
の
子
供 

が
…
」 

神
田
「
は
？
ど
う
い
う
こ
と
だ
よ
？
」 

三
宅
、
俯
く
。
神
田
、
三
宅
を
叩
き
。 

神
田
「
早
く
言
え
よ
！
」 

三
宅
「
…
か
、
彼
女
が
…
妊
娠
し
て
…
」 

神
田
「
そ
れ
で
？
」 

三
宅
「
で
も
、
産
み
た
く
ね
え
っ
て
…
そ
れ
は
俺
に 

金
が
ね
え
か
ら
…
」 

神
田
「
そ
れ
で
こ
い
つ
ら
使
っ
て
カ
ツ
ア
ゲ
か
？
」 

三
宅
、
頷
く
。 

三
宅
「
か
、
金
さ
え
あ
れ
ば
、
彼
女
も
安
心
で
き
る 

だ
ろ
う
し
…
結
婚
も
許
し
て
貰
え
る
と
思
う
し
」 

神
田
「
働
い
て
ん
だ
ろ
？
し
か
も
実
家
暮
ら
し
で
。 

貯
金
が
あ
る
だ
ろ
う
が
？
」 

三
宅
「
貯
金
は
全
部
…
ビ
ッ
ク
ス
ク
ー
タ
ー
の
改
造 

費
に
…
」 
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神
田
、
三
宅
を
叩
く
。 

神
田
「
お
前
み
た
い
な
奴
チ
ャ
リ
乗
れ
よ
。
い
や
チ 

ャ
リ
も
贅
沢
だ
な
。
走
れ
、
バ
カ
」 

三
宅
「
…
」 

神
田
「
し
か
も
カ
ツ
ア
ゲ
で
作
っ
た
金
？
産
ま
れ
て 

く
る
ガ
キ
に
胸
張
れ
ん
の
か
？
あ
あ
？
」 

三
宅

「
（

泣
き
出
し
て
）
金
は
金
だ
か
ら
…
赤
ち
ゃ 

ん
産
ん
で
欲
し
い
っ
す
！
結
婚
し
た
い
っ
す
！
だ

か
ら
金
っ
す
！
」 

神
田
「
は
ぁ
？
金
？
違
う
だ
ろ
」 

三
宅
、
泣
い
て
い
る
。 

神
田
「
女
を
絶
対
に
幸
せ
に
す
る
と
い
う
覚
悟
と
、 

誠
意
を
見
せ
る
ん
だ
ろ
う
が
！
」 

三
宅

「
（

泣
き
な
が
ら
）
覚
悟
と
誠
意
は
見
せ
た
っ 

す
！
で
も
…
産
み
た
く
な
い
と
か
言
う
し
…
」 

神
田

「
（

呆
れ
て
）
そ
れ
お
前
嫌
わ
れ
て
ん
だ
よ
」 

三
宅

「
（

大
声
で
）
嫌
わ
れ
て
な
ん
か
な
い
っ
す
！ 

俺
達
の
愛
の
結
晶
っ
す
！
」 

神
田
「
諦
め
ろ
諦
め
ろ
」 

 
 

 

三
宅
、
神
田
を
見
な
が
ら
。 
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三
宅
「
俺
、
絶
対
に
諦
め
な
い
っ
す
。
マ
ジ
っ
す
」 

 
 

 

神
田
、
三
宅
を
叩
く
。 

神
田
「
生
意
気
な
ん
だ
よ
。
そ
ん
な
に
い
い
女
な
の 

か
」 

三
宅

「
（

ニ
ヤ
け
て
）
久
美
ち
ゃ
ん
っ
て
い
い
ま
す
。 

若
月
久
美
」 

 
 

 

三
宅
、
久
美
と
写
っ
て
い
る
写
真
を
見
せ
る
、 
 

 

神
田
「
え
？
」 

直
人
「
…
え
え
！
？
」 

 
 

 

神
田
、
直
人
と
驚
い
て
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

 

○
若
月
の
家
・
玄
関
・
中
（
夜
） 

 
 

 

神
田
、
直
人
、
三
宅
、
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

若
月
、
久
美
、
言
い
合
い
を
し
て
い
る
。 

久
美
の
声
「
だ
か
ら
高
校
辞
め
て
家
を
出
る
っ
て
言 

っ
て
る
で
し
ょ
！
」 

若
月
の
声
「
そ
ん
な
勝
手
な
こ
と
は
許
さ
ん
！
」 

久
美
の
声
「
何
が
勝
手
よ
！
あ
ん
た
に
関
係
な
い
し
」 

 
 

 

神
田
、
う
ん
ざ
り
し
た
表
情
。 

神
田
「
あ
い
つ
ら
、
な
ん
な
ん
だ
よ
…
」 
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○
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

神
田
、
直
人
、
三
宅
、
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

若
月
、
久
美
、
手
足
が
縛
ら
れ
て
い
る
た
め
、 

床
で
も
ぞ
も
ぞ
し
な
が
ら
言
い
合
い
を
し
て

い
る
。 

 
 

 

二
人
の
間
で
も
ぞ
も
ぞ
し
な
が
ら
、
お
ろ
お

ろ
し
て
い
る
麻
衣
子
。 

久
美
「
私
は
も
う
こ
ん
な
家
出
て
い
く
か
ら
！
！
」 

若
月
「
ダ
メ
だ
っ
た
ら
ダ
メ
だ
！
」 

 
 

 

神
田
、
た
め
息
を
つ
い
て
。 

神
田
「
お
い
…
お
前
ら
何
や
っ
て
ん
だ
よ
」 

 
 

 

麻
衣
子
、
神
田
を
見
上
げ
て
。 

麻
衣
子
「
あ
あ
、
強
盗
さ
ん
。
お
帰
り
な
さ
い
…
二 

人
と
も
ず
っ
と
こ
の
調
子
で
…
」 

 
 

 

若
月
、
神
田
を
見
上
げ
て
。 

若
月
「
強
盗
さ
ん
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
よ
。
こ
い
つ 

は
自
分
勝
手
な
こ
と
ば
っ
か
り
！
高
校
辞
め
て
家

を
出
る
っ
て
言
う
ん
で
す
！
」 

 
 

 

久
美
、
神
田
を
見
上
げ
て
。 

久
美
「
強
盗
さ
ん
！
私
は
、
こ
ん
な
家
、
早
く
出
て 
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行
き
た
い
だ
け
な
ん
で
す
！
」 

三
宅

「
（

直
人
に
）
ご
、
強
盗
さ
ん
？
」 

直
人
「
あ
の
人
、
う
ち
に
入
っ
て
き
た
強
盗
で
す
」 

三
宅
「
…
は
ぁ
！
？
強
盗
！
？
」 

 
 

 
久
美
、
三
宅
に
気
が
つ
き
。 

久
美
「
和
樹
く
ん
！
？
」 

 
 

 

三
宅
、
小
さ
く
手
を
挙
げ
る
。 

若
月
「
あ
あ
？
誰
だ
？
」 

神
田
「
腹
の
子
の
父
親
だ
と
よ
」 

若
月
「
な
っ
！
！
な
ん
だ
と
～
！
！
」 

 
 

 

若
月
、
床
を
這
っ
て
三
宅
に
向
か
っ
て
い
く
。 

 
 

 

神
田
、
若
月
を
踏
ん
づ
け
て
止
め
る
。 

神
田
「
落
ち
着
け
よ
」 

若
月
「
よ
く
も
う
ち
の
娘
を
！
娘
を
～
！
！
」 

 
 

 

三
宅
、
怖
が
っ
て
い
る
。 

神
田
「
い
い
か
ら
落
ち
着
け
っ
て
」 

若
月
「
止
め
な
い
で
く
だ
さ
い
！
こ
い
つ
殺
し
て
や 

る
～
！
」 

久
美
「
止
め
て
よ
！
」 

麻
衣
子
「
あ
な
た
～
！
」 
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若
月
「
強
盗
さ
ん
、
拳
銃
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
！
私 

に
拳
銃
を
～
！
！
」 

神
田

「
（

大
声
で
）
い
い
加
減
に
し
ろ
！
！
」 

 
 

 

全
員
、
黙
る
。 

神
田
「
こ
ん
な
事
や
っ
て
る
場
合
か
！
子
供
が
誘
拐 

さ
れ
て
ん
だ
ぞ
！
」 

 
 

 

静
ま
り
返
る
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

若
月
、
麻
衣
子
、
直
人
が
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ

て
い
る
。 

 
 

 

テ
ー
ブ
ル
を
挟
み
向
か
い
に
、
久
美
、
三
宅
、

座
っ
て
い
る
。
全
員
、
拘
束
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

神
田
、
少
し
離
れ
た
所
に
立
っ
て
い
る
。 

 
 

 

三
宅
、
土
下
座
す
る
が
、
手
足
が
縛
ら
れ
て 

い
る
た
め
、
変
な
形
の
土
下
座
。 

三
宅
「
パ
パ
さ
ん
！
俺
、
愛
し
て
る
っ
す
！
マ
ジ
っ 

す
！
」 

若
月
「
…
だ
か
ら
な
ん
だ
。
愛
し
て
い
る
か
ら
、
高 

校
生
を
腹
ま
し
て
い
い
っ
て
い
う
の
か
？
愛
し
て 

い
る
か
ら
、
娘
の
…
久
美
の
将
来
を
奪
っ
て
い
い 
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っ
て
い
う
の
か
！
！
」 

三
宅
「
そ
、
そ
れ
は
…
」 

 
 

 

若
月
、
三
宅
の
胸
倉
を
掴
み
起
こ
す
。 

麻
衣
子
「
ち
ょ
っ
と
！
あ
な
た
！
」 

若
月

「
（

泣
い
て
）
久
美
に
は
な
…
た
く
さ
ん
の
夢 

が
あ
っ
た
ん
だ
…
小
学
生
の
頃
は
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

…
中
学
生
で
は
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
…
た
く

さ
ん
の
夢
が
、
未
来
が
あ
っ
た
ん
だ
！
そ
れ
を

…
！
」 

麻
衣
子
「
あ
、
あ
な
た
落
ち
着
い
て
…
」 

久
美
「
も
う
止
め
て
！
！
」 

 
 

 

全
員
、
久
美
を
見
る
。 

久
美
「
私
…
」 

 
 

 

久
美
、
若
月
を
見
て
。 

久
美
「
私
…
こ
の
家
出
る
…
」 

若
月
「
だ
か
ら
そ
れ
は
！
」 

久
美

「
（

三
宅
を
見
て
）
赤
ち
ゃ
ん
も
…
産
ま
な
い
」 

三
宅
「
久
美
頼
む
！
頼
む
か
ら
産
ん
で
く
れ
！
」 

久
美
「
…
」 

三
宅
「
…
俺
、
久
美
の
事
、
マ
ジ
で
愛
し
て
る
！
俺 
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達
の
愛
の
結
晶
を
産
ん
で
く
れ
！
」 

久
美
「
和
樹
く
ん
…
」 

 
 

 

三
宅
、
熱
い
眼
差
し
で
久
美
を
見
つ
め
る
。 

 
 

久
美
「
私
だ
っ
て
…
私
だ
っ
て
産
み
た
い
わ
よ
！
」 

三
宅
「
久
美
…
」 

久
美
「
で
も
…
で
も
、
家
族
を
持
つ
の
が
怖
い
の 

よ
！
こ
の
家
み
た
い
な
バ
ラ
バ
ラ
な
家
族
に
な
っ 

た
ら
ど
う
し
よ
う
っ
て
怖
い
の
よ
！
」 

 
 

 

久
美
、
泣
い
て
い
る
。 

神
田
、
う
ん
ざ
り
し
た
感
じ
で
。 

神
田
「
お
い
。
も
う
何
で
も
い
い
か
ら
お
前
、
ガ
キ 

産
め
よ
」 

久
美
「
え
…
」 

神
田
「
そ
う
し
な
い
と
こ
っ
ち
が
色
々
困
る
ん
だ
よ
」 

久
美
「
で
、
で
も
…
」 

神
田
「
お
前
は
お
前
な
り
の
家
族
を
作
っ
た
ら
い
い 

だ
ろ
う
が
。
な
に
ビ
ビ
ッ
て
ん
だ
よ
」 

久
美
「
…
そ
れ
は
」 

神
田
「
い
い
か
。
家
族
な
ん
て
も
ん
は
、
そ
う
簡
単 

に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ん
て
な
ら
ね
え
ん
だ
よ
」 
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久
美
「
…
え
？
」 

神
田
「
バ
ラ
バ
ラ
に
見
え
て
根
っ
こ
の
部
分
で
ち
ゃ 

ー
ん
と
繋
が
っ
て
る
ん
だ
。
愛
っ
て
や
つ
で
な
」 

久
美
「
あ
、
愛
？
」 

神
田
「
愛
っ
て
い
う
漢
字
知
っ
て
る
か
？
『
受
け
る
』 

と
い
う
字
の
真
ん
中
に
『
心
』
が
あ
る
」 

 
 

 

久
美
、
頷
く
。 

神
田
「
こ
れ
は
、
自
分
や
相
手
の
『
心
』
を
『
受
け 

止
め
る

』
。

そ
れ
が
『
愛
』
な
ん
だ
よ
」 

久
美
「
自
分
や
相
手
の
心
を
受
け
止
め
る
…
？
」 

神
田
「
親
の
心
（
三
宅
を
指
し
て
）
こ
い
つ
の
心
、 

そ
し
て
何
よ
り
（
自
分
の
胸
を
指
し
て
）
自
分
の 

心
を
な
」 

 
 

 

久
美
、
自
分
の
胸
を
触
り
、
ギ
ュ
ッ
と
掴
む
。 

神
田
「
お
前
が
産
み
た
い
っ
て
心
を
し
っ
か
り
と
受 

け
止
め
ろ
」 

久
美
「
強
盗
さ
ん
…
（
泣
く

）
」 

若
月
「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
久
美 

は
ま
だ
高
校
生
な
ん
で
す
よ
…
そ
れ
な
の
に
…
」 

神
田
「
あ
の
な
、
こ
い
つ
は
、
ケ
ー
キ
屋
よ
り
も
キ 
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ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
よ
り
も
、
腹
の
中
に
い
る 

ガ
キ
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
未
来
を
夢
見
て
ん
だ
」 

若
月
「
…
で
も
」 

神
田
「
そ
の
夢
を
、
親
の
お
前
が
、
潰
そ
う
と
し
て 

る
ん
だ
ぞ
。
そ
れ
が
親
の
す
る
こ
と
か
？
あ
あ
？
」 

若
月
「
し
、
し
か
し
…
」 

 
 

 

神
田
、
若
月
の
手
を
し
っ
か
り
と
握
り
。 

神
田
「
い
い
か
、
お
前
ら
家
族
は
こ
の
困
難
を
乗
り 

越
え
れ
ば
、
必
ず
ま
た
一
つ
に
な
れ
る
」 

麻
衣
子
「
強
盗
さ
ん
…
」 

神
田
「
そ
し
た
ら
、
ま
た
一
歩
一
歩
進
ん
で
行
っ
た 

ら
い
い
ん
だ
。
お
腹
の
子
と
一
緒
に
な
」 

若
月

「
（

涙
ぐ
ん
で
）
は
、
は
い
…
！
」 

麻
衣
子
「
強
盗
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

久
美
・
三
宅
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

神
田

「
（

得
意
気
に
）
お
う
」 

直
人
「
…
（
小
首
を
か
し
げ
腑
に
落
ち
な
い
表
情
）
」 

 
 

 

神
田
、
直
人
を
叩
く
。 

固
定
電
話
が
鳴
る
。
若
月
、
神
田
を
見
る
。 

 
 

 

神
田
、
頷
い
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
ボ
タ
ン
を 
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押
す
。 

若
月
「
…
も
、
も
し
も
し
」 

ボ
イ
ス
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
変
え
ら
れ
た
声
の

橋
口
。 

橋
口
の
声
「
ど
う
も
～
、
最
終
確
認
で
す
」 

 

○
廃
工
場
・
中
（
夜
） 

 

橋
口
、
目
出
し
帽
を
被
っ
て
お
り
、
携
帯
で 

話
し
て
い
る
。 

橋
口
「
深
夜
に
す
み
ま
せ
ん
ね
～
。
で
も
大
事
な
連 

絡
で
す
か
ら
」 

若
月
の
声
「
満
は
？
満
は
無
事
な
の
か
？
」 

橋
口
「
あ
～
は
い
は
い
。
今
送
り
ま
す
ね
～
」 

 
 

 

橋
口
、
富
田
に
合
図
す
る
。 

 
 

 

富
田
、
満
に
パ
ソ
コ
ン
を
向
け
る
。 

 
 

 

満
、
目
隠
し
を
さ
れ
、
縛
ら
れ
て
床
に
寝
て

い
る
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

若
月
の
携
帯
電
話
に
着
信
音
が
鳴
り
、
神
田
、

開
い
て
見
せ
る
。 
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満
が
横
た
わ
っ
て
い
る
映
像
。 

若
月
「
み
、
満
～
！
！
」 

麻
衣
子
「
満
…
満
…
（
泣
き
出
す

）
」 

久
美
「
ち
ょ
っ
と
…
満
…
ど
う
な
っ
て
ん
の
よ
」 

橋
口
の
声
「
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
よ
。
寝
て
い
る 

だ
け
で
す
か
ら
」 

若
月
「
ね
、
寝
て
る
…
？
」 

橋
口
の
声
「
そ
り
ゃ
そ
う
で
し
ょ
。
も
う
夜
中
の
１ 

時
、
お
化
け
は
夜
の
墓
場
で
運
動
会
の
時
間
だ
」 

若
月
「
ほ
、
本
当
だ
ろ
う
な
…
？
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

橋
口
、
イ
ス
に
座
っ
て
い
る
。 

橋
口
「
疑
り
深
い
な
ぁ
。
（
富
田
に
）
お
い
」 

 
 

 

富
田
、
満
を
揺
さ
ぶ
る
。 

満
「
…
う
、
う
～
ん
」 

橋
口
「
ほ
ら
、
寝
て
る
だ
け
で
し
ょ
」 

若
月
の
声
「
よ
か
っ
た
…
」 

直
人
の
声
「
満
！
！
必
ず
助
け
る
か
ら
な
！
」 

橋
口
「
お
や
？
そ
の
声
は
直
人
君
か
な
？
」 

直
人
の
声
「
…
は
、
は
い
」 
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橋
口
「
明
日
の
事
は
も
う
聞
い
た
の
か
な
？
」 

直
人
の
声
「
…
聞
き
ま
し
た
」 

橋
口
「
大
変
な
お
仕
事
だ
け
ど
よ
ろ
し
く
ね
。
な
ん 

せ
弟
君
の
命
が
か
か
っ
て
る
ん
だ
か
ら
」 

直
人
の
声
「
で
…
で
も
」 

橋
口

「
（

笑
い
な
が
ら
）
お
兄
ち
ゃ
ん
な
ん
だ
か
ら
、 

そ
れ
く
ら
い
出
来
る
で
し
ょ
う
？
」 

若
月
の
声
「
わ
、
私
が
行
く
の
で
は
ダ
メ
な
の
か
？
」 

橋
口
「
ダ
メ
で
す
よ
。
私
は
直
人
君
に
お
願
い
し
て 

る
ん
で
す
か
ら
」 

若
月
の
声
「
そ
ん
な
…
」 

橋
口
「
明
日
の
朝
７
時
、
海
浜
公
園
の
駐
車
場
で
。 

あ
、
そ
れ
と
若
月
さ
ん
の
携
帯
電
話
も
忘
れ
ず
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
い
い
で
す
か
？
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

若
月
「
し
、
７
時
に
海
浜
公
園
の
駐
車
場
だ
な
」 

橋
口
の
声
「
お
金
を
貰
い
、
私
達
が
安
全
な
所
ま
で 

行
っ
た
ら
、
満
君
の
場
所
を
ご
連
絡
し
ま
す
の
で
。

で
は
明
日
」 

若
月
「
あ
！
ち
ょ
っ
と
！
」 
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×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

橋
口
、
電
話
を
切
る
。 

 
 

 

目
出
し
帽
を
脱
ぎ
な
が
ら
。 

橋
口

「
（

富
田
、
中
谷
に
）
お
い
、
パ
ス
ポ
ー
ト
は 

準
備
し
て
る
の
か
？
」 

富
田
「
あ
あ
」 

中
谷
「
バ
ッ
チ
リ
だ
」 

橋
口
「
明
日
の
今
頃
は
海
外
で
女
で
も
買
っ
て
楽
し 

も
う
ぜ
」 

三
人
で
笑
い
合
う
。 

 

○
若
月
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

「
ツ
ー
ツ
ー
」
と
電
話
音
が
す
る
。 

 
 

 

神
田
、
電
話
を
切
る
。 

 
 

 

麻
衣
子
、
シ
ク
シ
ク
と
泣
い
て
い
る
。 

 
 

 

直
人
、
久
美
、
俯
い
て
い
る
。 

 
 

 

三
宅
、
ポ
カ
ン
と
し
て
い
る
。 

 
 

 

直
人
、
顔
を
上
げ
て
。 

直
人
「
…
僕
…
行
く
よ
」 

若
月
「
直
人
…
」 
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直
人
「
僕
、
行
く
か
ら
。
強
盗
さ
ん
、
お
願
い
、
満 

を
助
け
て
！
」 

神
田
「
俺
も
困
る
ん
だ
よ
、
満
が
戻
っ
て
こ
な
い
と
。 

だ
か
ら
お
前
も
根
性
見
せ
ろ
よ
」 

若
月
「
あ
の
…
本
当
に
満
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
」 

神
田
、
う
つ
む
く
。 

麻
衣
子
「
そ
、
そ
ん
な
…
！
」 

 
 

 

麻
衣
子
、
泣
き
出
す
。 

神
田
「
…
た
だ
、
あ
い
つ
ら
も
金
が
入
る
ま
で
は
手 

を
出
さ
な
い
は
ず
だ
」 

若
月
「
そ
れ
ま
で
に
居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
…
」 

若
月
、
携
帯
に
届
け
ら
れ
た
映
像
を
出
し
て

皆
で
見
る
。 

若
月
「
な
に
か
…
何
か
手
が
か
り
は
…
」 

久
美
「
見
覚
え
が
あ
る
物
と
か
な
い
の
？
」 

麻
衣
子
「
あ
な
た
、
ど
う
な
ん
で
す
か
？
」 

若
月
「
こ
れ
だ
け
じ
ゃ
何
も
…
！
落
ち
着
け
…
落
ち 

着
け
…
」 

三
宅
「
あ
の
…
ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
？
」 

 
 

 

三
宅
、
も
ぞ
も
ぞ
し
て
い
る
。 
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神
田
「
あ
あ
？
な
ん
だ
？
」 

若
月
「
…
ト
イ
レ
だ
っ
た
ら
、
廊
下
の
一
番
奥
だ
」 

三
宅
「
い
や
、
違
う
ん
で
す
よ
。
あ
の
…
」 

神
田
「
だ
か
ら
な
ん
だ
よ
」 

三
宅
「
僕
…
そ
の
映
像
の
場
所
、
分
か
り
ま
す
け
ど
」 

全
員
「
え
え
！
！
」 

神
田
「
な
、
何
で
だ
よ
！
？
何
で
分
か
る
ん
だ
？
」 

三
宅
「
そ
の
窓
の
所
に
、
赤
い
屋
根
が
映
り
こ
ん
で 

ま
す
よ
ね
？
」 

神
田
、
若
月
、
映
像
を
見
る
。 

若
月
「
確
か
に
…
暗
く
て
ハ
ッ
キ
リ
分
か
ら
な
い
が
、 

な
ん
か
赤
い
の
が
見
え
る
」 

三
宅
「
そ
れ
、
僕
の
家
で
す
」 

神
田
「
お
前
の
家
！
？
」 

久
美

「
（

大
声
で
）
あ
あ
！
そ
う
だ
…
確
か
に
和
樹 

く
ん
の
家
の
屋
根
、
赤
か
っ
た
」 

麻
衣
子
「
ほ
、
本
当
な
の
久
美
？
」 

久
美
「
う
ん
、
だ
っ
て
初
め
て
見
た
と
き
に
『
何
こ 

の
赤
色
。
普
通
の
赤
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ん
。
セ
ン
ス 

悪
い
な
』
っ
て
思
っ
た
も
ん
！
」 
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三
宅
「
え
…
セ
ン
ス
悪
い
…
」 

直
人
「
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
セ
ン
ス
の
悪
い
家
の 

近
く
に
満
が
い
る
っ
て
事
だ
よ
ね
！
？
」 

三
宅
「
い
や
…
あ
の
…
」 

神
田
「
お
い
！
そ
の
セ
ン
ス
悪
い
家
の
近
く
に
は
、 

工
場
と
か
あ
る
の
か
？
」 

三
宅
「
あ
…
は
ぁ
…
は
い
」 

神
田
「
よ
し
！
そ
の
中
の
ど
っ
か
に
い
る
は
ず
だ
」 

久
美
、
三
宅
の
腕
を
掴
み
。 

久
美
「
和
樹
く
ん
す
ご
～
い
！
！
」 

三
宅
「
あ
、
う
ん
…
」 

久
美
「
え
？
な
に
な
に
？
ど
う
し
た
の
？
」 

三
宅
「
い
や
…
別
に
…
」 

神
田
「
よ
し
！
こ
れ
で
何
と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

（
全
員
に
）
お
い
、
い
い
か
」 

 
 

 

神
田
、
全
員
に
話
し
始
め
る
。 

 

○
海
浜
公
園
・
駐
車
場 

 
 

 

広
い
駐
車
場
。
人
は
お
ら
ず
、
２
台
く
ら
い

車
が
停
め
ら
れ
て
い
る
。 
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直
人
、
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
重
そ
う
に
持 

ち
、
携
帯
を
握
り
締
め
立
っ
て
い
る
。 

 
 

 

駐
車
場
に
建
っ
て
い
る
屋
外
時
計
は
「
７
時
」 

に
な
っ
て
お
り
、
不
安
そ
う
な
直
人
。 

 
 

 
携
帯
に
着
信
が
あ
る
。 

 
 

 

直
人
、
恐
る
恐
る
出
て
。 

直
人
「
も
…
も
し
も
し
？
」 

橋
口
の
声
「
や
あ
、
直
人
君
。
お
は
よ
～
」 

直
人
「
…
」 

橋
口
の
声
「
お
や
？
元
気
が
な
い
ね
～
。
昨
日
は
よ 

く
眠
れ
な
か
っ
た
の
か
な
？
」 

直
人
「
…
満
は
？
満
を
早
く
返
し
て
く
だ
さ
い
！
」 

橋
口
の
声
「
そ
ん
な
に
焦
る
な
っ
て
。
じ
ゃ
あ
ま
ず
、 

そ
の
ま
ま
電
話
を
切
ら
ず
に
、
駐
車
場
の
入
り
口 

ま
で
来
て
く
れ
る
か
な
？
」 

直
人
「
は
、
は
い
…
」 

 
 

 

直
人
、
歩
き
出
す
。 

橋
口
の
声
「
そ
う
そ
う
。
ゆ
っ
く
り
で
い
い
か
ら
ね
」 

 
 

 

直
人
、
駐
車
場
入
り
口
に
着
く
。 

橋
口
の
声
「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
車
道
に
そ
の
鞄
を
置
い 
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て
も
ら
っ
て
い
い
か
な
」 

直
人
「
え
…
で
も
」 

橋
口
の
声
「
い
い
か
ら
」 

直
人
「
は
い
…
」 

 
 

 
直
人
、
車
道
に
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
置
く
。 

直
人
「
お
、
置
き
ま
し
た
」 

橋
口
の
声
「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
回
れ
右
し
て
元
の
場
所 

ま
で
ダ
ッ
シ
ュ
！
」 

直
人
「
え
？
え
？
」 

橋
口
の
声
「
ダ
ッ
シ
ュ
ダ
ッ
シ
ュ
！
Ｂ
ダ
ッ
シ
ュ
！
」 

直
人
「
あ
、
は
、
は
い
！
」 

 
 

 

直
人
、
後
ろ
を
向
い
て
走
り
出
す
。 

 
 

 

富
田
が
運
転
す
る
車
が
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス 

に
近
づ
く
。 

橋
口
、
助
手
席
か
ら
携
帯
で
電
話
し
な
が
ら

ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
取
る
。 

車
、
走
り
去
る
。 

直
人
、
走
っ
て
い
る
。 

橋
口
の
声
「
は
～
い
、
ご
苦
労
さ
ん
」 

 
 

 

直
人
、
立
ち
止
ま
る
。 
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直
人

「
（

息
が
荒
い
）
あ
、
あ
の
…
満
は
…
？
」 

橋
口
の
声
「
あ
～
、
僕
ら
が
安
全
を
確
認
し
た
ら
、 

連
絡
す
る
か
ら
。
じ
ゃ
あ
ね
～
」 

 
 

電
話
が
切
れ
る
。 

直
人
「
あ
あ
！
ち
ょ
っ
と
！
」 

 
 

 

直
人
、
立
ち
尽
く
す
。 

 

○
道
路 

 
 

 

交
通
量
は
多
く
は
な
い
。 

 
 

 

神
田
、
道
路
脇
に
車
を
停
車
し
て
い
る
。 

 
 

 

直
人
が
置
い
た
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
拾
っ

て
走
り
去
る
橋
口
達
を
見
る
。 

 
 

 

神
田
、
車
を
発
車
さ
せ
橋
口
達
を
追
う
。 

 

○
廃
工
場
・
外
観 

 
 

 

通
り
を
挟
ん
だ
側
に
三
宅
の
家
が
あ
る
。 

 
 

 

若
月
、
三
宅
、
廃
工
場
の
前
に
立
つ
。 

 

○
同
・
中 

 
 

 

満
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。 
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中
谷
、
イ
ス
で
寝
て
お
り
、
イ
ビ
キ
を
か
い

て
お
り
、
そ
こ
に
三
宅
、
入
っ
て
来
る
。 

中
谷
、
そ
の
音
で
起
き
る
。 

中
谷

「
（

寝
ぼ
け
た
声
で
）
お
お
、
早
か
っ
た
な
… 

 

鮭
ハ
ラ
ス
の
お
に
ぎ
り
あ
っ
た
？
」 

 
 

 

中
谷
、
三
宅
を
見
て
立
ち
上
が
り
。 

中
谷
「
だ
、
誰
だ
！
？
」 

三
宅
「
あ
…
え
～
と
、
あ
の
…
」 

中
谷
「
止
ま
れ
！
誰
だ
お
前
！
？
」 

三
宅
「
あ
…
あ
の
、
あ
そ
こ
に
赤
い
屋
根
が
見
え
る 

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 

 
 

 

三
宅
、
窓
を
指
差
す
。 

中
谷
「
…
そ
れ
が
ど
う
し
た
？
」 

三
宅
「
あ
れ
っ
て
そ
ん
な
に
変
で
す
か
ね
？
」 

中
谷
「
は
ぁ
？
」 

三
宅
「
み
ん
な
が
セ
ン
ス
悪
い
っ
て
…
」 

中
谷
「
あ
あ
？
お
前
な
に
言
っ
て
ん
だ
」 

三
宅
「
俺
は
そ
ん
な
に
悪
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
」 

 
 

 

若
月
、
中
谷
の
す
ぐ
背
後
に
立
っ
て
お
り
、

鉄
パ
イ
プ
を
中
谷
め
が
け
振
り
下
ろ
す
。 
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中
谷
、
そ
の
場
に
崩
れ
落
ち
、
気
絶
す
る
。 

 
 

 

若
月
、
肩
で
息
を
し
て
い
る
。 

若
月
「
わ
、
わ
し
も
…
そ
ん
な
に
悪
く
な
い
と
思
う 

ぞ
…
」 

 

○
道
路 

 
 

 

神
田
、
道
路
脇
に
車
を
停
車
し
て
い
る
。 

 
 

 

橋
口
、
富
田
、
コ
ン
ビ
ニ
で
買
い
物
。 

 
 

 

神
田
の
携
帯
に
着
信
が
あ
り
、
電
話
に
出
る
。 

神
田
「
…
分
か
っ
た
」 

 
 

 

神
田
、
電
話
を
切
る
。 

 
 

 

橋
口
、
富
田
、
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
出
て
き
て
、

車
に
乗
り
込
み
発
車
さ
せ
る
。 

 
 

 

神
田
、
そ
の
後
ろ
を
つ
い
て
い
く
。 

○
廃
工
場
・
外 

 
 

 

橋
口
、
富
田
の
車
が
止
ま
り
、
二
人
と
も
降

車
し
廃
工
場
の
中
に
入
る
。 

 

○
同
・
中 橋

口
、
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
持
ち
、
富
田
、 
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コ
ン
ビ
ニ
の
袋
を
持
っ
て
い
る
。 

富
田
「
お
い
、
言
っ
て
た
や
つ
な
か
っ
た
ぞ
。
鮭 

と
イ
ク
ラ
の
で
我
慢
し
て
く
れ
よ
」 

 
 

 

橋
口
、
満
が
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
。 

橋
口
「
お
い
…
ガ
キ
が
い
ね
え
ぞ
」 

 
 

 

富
田
、
奥
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
。 

富
田
「
中
谷
！
ど
こ
に
い
る
ん
だ
？
お
い
！
」 

 
 

 

神
田
、
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

橋
口
、
富
田
、
振
り
返
り
。 

富
田
「
中
谷
、
ど
こ
に
行
っ
て
…
」 

 
 

 

橋
口
、
富
田
、
神
田
を
見
て
驚
く
。 

 
 

 

神
田
、
銃
を
構
え
て
い
る
。 

神
田
「
悪
か
っ
た
な
、
お
前
の
友
達
じ
ゃ
な
く
て
」 

橋
口
「
だ
、
誰
だ
！
？
」 

神
田
「
お
っ
と
！
大
声
を
出
す
な
よ
。
こ
の
状
況
で 

お
前
達
が
出
来
る
こ
と
は
た
っ
た
一
つ
だ
。
た
だ

大
人
し
く
す
る
。
ど
う
だ
？
簡
単
な
事
だ
ろ
う
？
」 

富
田
「
…
な
、
な
ん
の
用
な
ん
だ
？
」 

神
田
「
お
前
達
は
今
、
大
金
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ 

に
銃
を
持
っ
た
男
が
や
っ
て
き
た
」 
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橋
口
「
…
か
、
金
か
？
」 

神
田
「
金
か
。
い
い
ね
～
。
金
も
貰
お
う
か
な
」 

橋
口
、
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
抱
え
て
。 

橋
口
「
ふ
ざ
け
ん
な
よ
！
こ
の
金
は
俺
ら
の
だ
！
」 

神
田
「
あ
れ
？
も
し
か
し
て
、
こ
の
銃
が
た
だ
の
脅 

し
で
本
物
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
る
？
」 

 
 

 

神
田
、
壁
に
向
け
て
拳
銃
を
二
発
撃
つ
。 

 
 

 

サ
イ
レ
ン
サ
ー
が
付
い
て
お
ら
ず
、
パ
ー

ン
！
パ
ー
ン
！
と
大
き
な
音
が
鳴
り
響
く
。 

 
 

 

壁
に
二
つ
の
穴
が
開
く
。 

 
 

 

神
田
、
橋
口
達
を
見
て
ニ
コ
ッ
と
笑
う
。 

 
 

 

橋
口
、
富
田
、
怖
が
り
、
手
を
挙
げ
る
。 

 
 

 

神
田
、
落
ち
た
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
拾
う
。 

神
田
「
は
い
、
ど
う
も
」 

 
 

 

神
田
、
中
身
を
確
認
す
る
。 

神
田
「
あ
、
そ
う
だ
。
お
前
の
お
仲
間
は
、
あ
っ
ち 

で
縛
ら
れ
て
る
ぞ
」 

橋
口
、
恐
る
恐
る
話
し
か
け
る
。 

橋
口
「
あ
、
あ
ん
た
…
若
月
に
頼
ま
れ
た
の
か
？
」 

神
田
「
は
？
何
言
っ
て
ん
だ
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 60 

橋
口
「
違
う
の
か
…
？
じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
誰
だ
よ
？
」 

神
田
「
俺
か
？
俺
は
強
盗
だ
よ
」 

橋
口
「
ご
…
強
盗
？
」 

神
田
「
そ
う
。
た
だ
の
強
盗
」 

 
 

 
神
田
、
橋
口
に
殴
り
か
か
る
。 

 

○
若
月
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中 

 
 

 

神
田
、
入
っ
て
く
る
。
手
に
は
ア
タ
シ
ュ
ケ

ー
ス
を
持
っ
て
い
る
。 

 
 

 

若
月
、
直
人
、
久
美
、
三
宅
、
出
迎
え
る
。 

麻
衣
子
、
ソ
フ
ァ
ー
で
寝
て
い
る
満
の
側
に
い
る
。 

若
月
「
…
お
帰
り
な
さ
い
」 

神
田
「
満
は
？
」 

麻
衣
子
「
は
い
。
怪
我
一
つ
し
て
ま
せ
ん
。
少
し
疲 

れ
て
寝
て
る
だ
け
で
す
」 

直
人
「
も
う
大
丈
夫
な
の
？
あ
い
つ
ら
は
？
」 

神
田
、
ニ
ヤ
ッ
と
笑
う
。 

 

○
廃
工
場
・
中 

橋
口
、
富
田
、
中
谷
、
気
絶
し
て
お
り
縛
ら 
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れ
て
い
る
。 

紙
が
貼
ら
れ
て
「
私
達
は
誘
拐
犯
で
す
」
と

書
か
れ
て
い
る
。 

パ
ソ
コ
ン
に
満
が
縛
ら
れ
て
い
る
映
像
と
、

橋
口
達
が
若
月
に
電
話
で
話
し
て
い
る
映
像

が
映
っ
て
い
る
。 

遠
く
か
ら
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え 

て
く
る
。 

 

○
若
月
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中 

 
 

 

全
員
、
ホ
ッ
と
し
て
。 

神
田
「
も
う
す
ぐ
こ
こ
に
も
警
察
が
事
情
を
聞
き
に

く
る
だ
ろ
う
が
…
分
か
っ
て
る
な
？
」 

直
人
「
も
、
も
ち
ろ
ん
内
緒
に
し
ま
す
」 

 
 

 

神
田
、
満
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
拾
う
。 

小
さ
く
て
赤
い
入
れ
物
を
引
き
ち
ぎ
り
、
中

か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
取
り
出
す
。 

神
田
「
こ
れ
か
」 

 
 

 

神
田
、
若
月
を
見
る
。 

 
 

 

頷
く
若
月
。 
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麻
衣
子
「
…
あ
な
た
…
あ
れ
は
」 

若
月
「
い
い
ん
だ
」 

麻
衣
子
「
で
も
…
あ
れ
が
他
に
渡
っ
た
ら
、
会
社
は 

ど
う
な
る
の
？
」 

若
月
「
正
直
、
厳
し
い
だ
ろ
…
で
も
今
は
お
前
達
が 

…
母
さ
ん
、
直
人
、
満
、
久
美
、
そ
し
て
…
お
腹

の
子
…
家
族
が
全
員
無
事
だ
っ
た
事
を
喜
ぼ
う
」 

麻
衣
子
「
あ
な
た
…
」 

若
月
「
今
ま
で
、
本
当
に
す
ま
な
か
っ
た
…
許
し
て 

く
れ
。
こ
の
通
り
だ
」 

 
 

 

若
月
、
頭
を
深
く
下
げ
る
。 

 
 

 

麻
衣
子
、
若
月
に
寄
り
添
い
泣
く
。 

直
人
「
父
さ
ん
…
」 

久
美
「
…
お
父
さ
ん
…
私
も
…
ご
め
ん
」 

 
 

 

久
美
、
若
月
に
抱
き
つ
く
。 

若
月

「
（

泣
き
な
が
ら
）
ご
め
ん
な
…
ご
め
ん
な
」 

 
 

 

神
田
、
そ
の
様
子
を
し
ば
ら
く
眺
め
て
い
る
。 

神
田
、
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
久
美
の
足
元

に
投
げ
る
。 

久
美
「
え
？
」 
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神
田
「
ち
っ
と
早
い
が
、
出
産
祝
い
だ
」 

久
美
「
い
、
い
い
の
…
？
」 

若
月
「
ご
、
強
盗
さ
ん
！
」 

神
田
「
ま
ぁ
…
金
は
金
だ
か
ら
な
」 

 
 

 
三
宅
、
神
田
を
見
る
。 

 
 

 

神
田
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
直
人
に
投
げ
る
。 

直
人
「
…
こ
れ
」 

神
田
「
お
前
が
好
き
に
使
え
」 

 
 

 

直
人
、
若
月
の
顔
を
見
る
。 

直
人
「
で
、
で
も
、
強
盗
さ
ん
が
何
も
な
く
な
る
ん 

じ
ゃ
…
」 

神
田
「
そ
う
だ
な
～
」 

 
 

 

神
田
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
。 

神
田
「
俺
は
こ
れ
で
も
貰
っ
て
行
こ
う
か
な
」 

 
 

 

神
田
、
棚
に
あ
る
木
彫
り
の
置
物
を
取
る
。 

若
月
「
え
…
そ
、
そ
ん
な
の
で
い
い
ん
で
す
か
？
」 

神
田
「
あ
あ
。
俺
は
こ
れ
で
充
分
だ
」 

若
月
「
強
盗
さ
ん
…
！
」 

 
 

 

若
月
、
号
泣
し
て
い
る
。 

若
月
「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」 
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若
月
、
神
田
に
深
く
頭
を
下
げ
る
。 

 
 

 

直
人
、
久
美
、
三
宅
、
麻
衣
子
、
続
け
て
頭

を
下
げ
る
。 

若
月
「
…
本
当
に
…
何
か
ら
何
ま
で
…
」 

神
田
「
泣
く
な
、
泣
く
な
。
お
っ
さ
ん
の
涙
な
ん
て 

気
持
ち
悪
い
だ
け
だ
ろ
」 

若
月
「
す
、
す
み
ま
せ
ん
」 

直
人
、
久
美
、
三
宅
、
麻
衣
子
、
泣
き
な
が

ら
笑
っ
て
い
る
。 

神
田
「
じ
ゃ
あ
な
！
」 

 
 

 

神
田
、
急
い
で
出
て
行
く
。 

 

○
同
・
外 

 
 

 

２
、
３
人
の
通
行
人
。 

 
 

 

神
田
、
歩
い
て
く
る
。 

 
 

 

木
彫
り
の
置
物
を
眺
め
キ
ス
を
す
る
。 

神
田
「
こ
れ
が
３
億
」 

 
 

 

神
田
、
ニ
ヤ
ッ
と
笑
う
。 

 
 

 

直
人
、
玄
関
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
。 

 
 

 

直
人
、
神
田
の
離
れ
て
い
く
背
中
に
叫
ぶ
。 
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直
人

「
（

大
声
で
）
強
盗
さ
～
ん
！
」 

 
 

 

神
田
、
驚
い
て
振
り
返
り
。 

神
田
「
バ
カ
！
声
が
で
か
い
！
」 

直
人
「
僕
！
決
め
た
！
」 

神
田
「
あ
あ
？
」 

直
人
「
将
来
、
強
盗
さ
ん
み
た
い
な
強
盗
に
な
る
！
」 

 
 

 

神
田
、
ニ
コ
ッ
と
笑
い
。 

神
田
「
バ
～
カ
！
」 

 
 

 

笑
う
神
田
と
直
人
、
通
行
人
達
が
不
思
議
そ

う
に
見
て
い
る
。 

 
 

 

遠
く
で
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
の
音
が
鳴
っ

て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
終
わ
り
） 


